
第 9回ジョン万次郎英語弁論大会募集要項 
 

     主  催 ： 土佐ジョン万会・高知日米協会・高知「新老人の会」 

      協  力 ： NPO 法人中浜万次郎国際協会、ウェルカムジョン万の会 

                  沖縄ジョン万次郎会、 NPO 法人琉球万次郎会、高知県青年団協議会 

     後  援 ： 高知県、高知市、土佐清水市、土佐市、高知県教育委員会、 

高知市教育委員会、高知新聞、高知放送、NHK高知放送局他    

1 目 的 

世界的に大流行をした新型コロナウイルスも少しずつ収まりをみせ、コロナ禍以前の生活に戻りつつあります。      

しかし、1 月に石川県能登地方を震源とする「令和 6 年能登半島地震」をはじめ、未だに終わりが見えないロシア

によるウクライナ進行など、学生を取り巻く環境は今も先行きが見通しづらい状況です。                       

約 180 年前、ジョン万次郎は遭難という予期せぬ出来事にも、けっして諦めずに立ち向かい、未来を切り開いた彼

の足跡や生き方は今を生きる私達に大きな勇気を与えてくれます。                              

本大会は、ジョン万次郎の功績を称え、彼のようにどんな困難にも諦めずにチャレンジし続ける“ジョン万スピリッツ”を  

掲げ、後に続く青少年たちの夢を広げ、21 世紀に活躍するグローバルな人材を育てることを目的としています。 

2 実地要項 

１． 日 時 ： 令和 6年 8月 24日（土） 

中学生の部： 午前 10時～12時／高校生の部： 午後 13時～15時 

表 彰 式： 午後 16時～        
 

２． 場 所 ： （公財）高知県人権啓発センター・6 階ホール（高知市本町 4 丁目 1 番 37 号） 

3 参加資格 

 日本の中学校・高等学校に在籍する生徒。 ※応募多数の場合は一次審査（書類選考）があります   

4 参加費 

無 料  

※高知県外からエントリーされる学生の方の宿泊費等につきましては、ご相談下さい。 

それ以外の費用（交通費など）は各自でご負担下さい。 

5 締切期日 

令和 6年 8月 8日（木）必着   

※上記の時間は予定です。開催時間や内容が変更する場合があります 

※主催、協力、後援のいずれも予定 



6 応募要項 

１. 参加申込書と弁論原稿（英語・日本語）を添えて、メールの添付ファイルにてデータ送信すること。 

※原稿作成要項を必ず参照すること。弁論原稿は A4 サイズ、いずれも手書き不可。 

※参加申込書(写真付き)は PDF ファイル、弁論原稿はWord(doc、又は docx)ファイルにして送付すること。 

２. 論   題 ： 下記のテーマも基に、弁論をしていただきます。 

私が思う、ジョン万次郎 

※ジョン万次郎が残した功績や、夢に向かって進んでいく彼の生き方から学ぶ事など、 

皆さんが思うジョン万次郎を英語にて弁論していただきます 

３. 制限時間 ： ５分以内  

４. 参加は各学校複数可 

7 提出先(問い合せ先)   

〒780-0952 高知市塚ノ原 37番地 土佐ジョン万会事務局 川村 

TEL：088-843-6007   e-mail：tosa@johnmung.org 

8 審査要項 

1. 審査員６名（外国人および日本人） 

2. 内容(Content)、英語(English)、話し方・伝え方(Delivery)、ジョン万力(JohnMung Spirit)を総合して審査します。      

大いに“ジョン万スピリット”を発揮し、夢のあるスピーチを期待しています！ 

※“ JohnMung Spirit”とは、どのような困難にも諦めないで、自分の夢に向かって挑戦し続ける“精神(こころざし)” 

9 表彰 

高知県知事賞、高知市長賞、高知県教育委員長賞、高知市教育委員長賞、NHK 高知放送局長賞等の各

種賞を選考して表彰し、賞状、記念品を贈呈します。  

 

上記、賞の受賞者から特別賞を 1 名選び、国内で開催されるジョン万次郎関係イベントへの参加。もしくは国内

旅行券の進呈を予定しております。 

 

※過去において特別賞を受賞された方は、今回の特別賞は対象外となります。 

※今年度はアメリカでのジョン万次郎関係のイベントは予定されておりません。 

 

参考文献       ・ さざなみ軍記・ジョン万次郎漂流記  (井伏鱒二著：新潮文庫) 

  ・ 私のジョン万次郎（中浜 博著：小学館ライブラリー） 

  ・ ジョン万次郎（中濱 京著：冨山房インターナショナル） 

  ・   漂巽紀畧 全現代語訳 (河田 小龍 / ジョン万次郎 著：講談社学術文庫、北代 淳二 (監修)、谷村  鯛夢 (翻訳)          

※上記の賞は予定です。内容を変更する場合があります 


